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＜連絡事項＞
・本日夕食の献立記載に誤りがあり、下記のように変更になります。
「グレープフルーツ」　→　「金時豆」
＜患者様連絡事項＞
・内田　都影様～本日10：00～14：00外出へ出掛けています。
＜要注目患者様＞

・山下　幸子様～6：25坂本（福）様について、他者に挨拶をしたら悪者呼ばわりされたと興奮し来詰。「他の人と話しをしたらいけないんですか？！」と声を荒げている。両腕振戦強く顔つき悪い。傾聴し他者との関係について振り返り、今後どうしていけば良いか話をすると、「私が言った言葉がもしかしたら嫌だったのかな…青山荘の見学の話をちゃんと聞いてあげられなかったし…。」と落ち着き振り返りしている。今後は少し距離をとり、様子をみていくと話している為、他者との関係性を観察し必要時にはアドバイスを行っていきます。
・坂本　福子様～来詰し、「人の顔のことを言うような人とは付き合えません。これからももういいかなって思ってます。」「でも、今度は別の人とずっと話をしてて、村八分じゃないですけど、私のことを悪者にするんじゃなかと思って…」と。自分がこれからも関係性を持ちたくないのであれば、そのまま距離をおいても良いが、山下さんも話しをする相手がほしい時があるので、それはそれで坂本さんが気にしなくても良いと説明。「そうですよね…すいません、なんか悪口になって。でも人の顔のことまで言うもんだからちょっと付き合ってられないです。」と同じ話をしている。トラブルには至っていませんが、周囲の患者様へのケアと、本人がこれ以上関係をこじらせないよう介入を行っていく。
・鈴木　知子様～昨日から被害的発言聞かれ、夕食不食しイライラ感訴え19:00タンドスピロンクエン酸1錠服用。
夜間は良眠だが今朝4時起床後から、他者への不満や被害的発言聞かれています。朝食は拒否発言聞かれていますが、促して1/2摂取し、昼食も自ら移動し1/2摂取。プログラムは不満訴えプログラムは拒否し病棟で過ごすが、自分で活動を見つけて自室で作業を行っている。
・滝田　英人様～大声での独語継続しており、妄想や幻聴に左右されスタッフ介入にも気付かない事や暴言あり。他者から独語に対し騒音の苦情聞かれているが、介入にも聞き入れ出来ずにいる。引き続き他者との関係を観察し、独語の場所を誘導する等トラブル回避していく。
・森　ヒデ様～15：25入浴時に脱衣所から風呂場へ移動する為ドアを開けた際、足元が滑り後方へ転棟。後頭部に5㎝×5㎝の腫脹あり。血圧122/83mmHg　脈拍125回/分、眩暈・嘔気の訴えはない。馬渡Drへ報告し、バイタルサインはこまめに測定し、嘔気等の症状出現に注意するよう指示あり。体調変化の可能性を考え、本日の入浴は見合わせる事で本人へも説明している。体調確認を継続していく。
＜田名部Drケース検討、診察情報＞

・千葉　光広様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では頻尿の訴えもなくなってきている。疼痛は、腰部の脊柱管狭窄症からのものはあるが、日常の生活においては支障は大ききなく、作業療法にも参加を続けている。精神症状面では、やはり幻聴や破壊的行動もなく過ごしている。レキサルティ（1）1T→（2）1Tへ増薬。
・畑中　成夫様～夜間の睡眠はとれていて食事摂取もできている。身体面では、やや上体を曲げて歩いていることがみられるが、日常生活に支障はなく過ごせていて、普段は作業療法に参加を続けていて、宗教的内容に関しての書き物をしていることが多い。ただ、言動面で妄想が全面的に出ることもなく、その場に適した穏やかな談話ができることが多くなった。6/17の定期薬からシクレスト（10）1T→（5）1Tへ減薬予定。
・蕨　真理様～身体面で腹部痛などが生じることもないとみられる。普段は、これまで同様に作業療法には参加して読書など主に行って過ごしている。精神症状面で服薬などに対しての拒絶もなく、陽性症状が顕在することもない。病識はまだ備わらないが、服薬継続は勧めていく。目標を継続し、経過観察を行っていく。臨時薬内容変更なし。

・鈴木　知子様～他患者様の不満を訴える事はあるが執拗さはない。外泊中の過ごし方を確認しており、今後の外泊頻度についても訴えあり。姉様が良ければ摩周の外泊訓練も可と指示あり。臨時薬変更ありません。

・尾嵜　マリ子様～痛みや痺れはなく、経過している。同室者への不満を訴え、部屋移動を希望しているが執拗さはない。臨時薬変更なく処方となっています。

・高橋　義明様～増薬後も夜間の睡眠状態には変化なく、易怒性も見られない。エスタゾラム（2）2T→1Tへ戻している。
・柿木　真吾様～痰がらみありレスプレン　3Tが臨時薬に追加となっている。左耳痛の訴えがあり、本日夕からレボフロキサシン1T　1×夕　4日分処方となる。
・齊藤　光枝様～振戦や体の揺れは治まってきていることを報告するが、自覚はないと話す。施設の話しを進めている事を伝えるが「分からないです」と話す。下剤服用後から排便状態は改善傾向にあると報告し、本日夕からセンノシド2Ｔ　1×夕食後は継続となる。
・高橋　伸治様～昼夜問わず臥床傾向です。診察ではイライラはなく、体調は「何ぼかいい」と話しています。

・織笠　健太郎様～診察では気分のイライラはなく、ウィルスも気にならないと話してい

ます。臨時薬変更ありません。

・飯豊　信雄様～機械音での幻聴はあるというが言語性のものはないようだ。興奮や逸脱行動もなく過ごせている。臨時薬変更ありません。
